
ＷＢＣ （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２０１１．１０．２７） 

 

 先週の２０日、日本プロ野球組織（ＮＰＢ）が２０１３年に開催されるワールド・

ベースボール・クラシック（ＷＢＣ）に日本代表チームを参加させるという方針を発

表しました。 

 ＷＢＣというのは２００６年の第１回大会で王監督が率いる日本代表チームが優

勝し、２００９年の第２回大会でも原監督が率いる日本代表チームが優勝した野球大

会で、名目上は野球の世界一を決める世界大会ということになっています。 

 ところが今年の７月頃から、２０１３年の第３回大会に日本代表チームが参加する

かどうかが微妙という情報が表に出てきました。 

 その後、アメリカの主催団体であるメジャーリーグ・ベースボール・インターナシ

ョナル（ＭＬＢＩ）からおどされたり、なだめられたりして、今回の発表となったわ

けです。 

 ２回連続で優勝しているのになぜ喜んで参加しないのか、不思議に思われる方も多

いと思いますが、その背景をご説明するためには、このＷＢＣの出生の秘密からご説

明する必要があります。 

 

 ２００５年７月にシンガポールで開かれた国際オリンピック委員会で２０１２年、

来年開かれるロンドンオリンピック大会で実施する競技種目を決めることになり、２

８種目（陸上競技は１種目）のうち野球とソフトボールを除外することが決まりまし

た。 

 これまで野球は１９１２年のストックホルム大会以来、何回か公開競技としてはオ

リンピック大会で実施されていますが、正式種目になったのは１９９２年のバルセロ

ナ大会ですから、５回の実施だけで終わりというわけです。 

 

 理由は３つほどありますが、第一は野球が世界全体ではマイナーなスポーツという

ことです。 

 日本にいると実感が湧きませんが、例えば、サッカーの国際団体であるＦＩＦＡに

は２０９の国と地域が加盟していますが、野球の国際団体であるＩＢＡＦは１１２の

国と地域が加盟しているにしかすぎません。 

 さらにサッカーの競技人口はプロアマ含めて６億人と推定されていますが、野球は

５０００万人程度で１０分の１以下です。 

 

 第二はＩＯＣの理事の構成をみると、ヨーロッパとアフリカの国々の代表が多く、

野球が熱心に行われている国の理事は少数という理由です。 

 

 第三がアメリカのプロ野球の組織であるメジャーリーグ・ベースボールが、アメリ

カのプロ野球チームの選手をオリンピックに参加させないなど非協力的であったた



め、オリンピックが本当の世界一を決める大会にならないという理由もありました。 

 ところが、シンガポールでのＩＯＣの決定の３日後の７月１１日に、ＭＬＢが突然、

翌年の３月にＷＢＣという世界一を決める野球大会をアメリカで開催するという発

表をしました。 

 もちろん、ロンドン大会で野球が競技種目ではなくなるということを想定して準備

をしていたわけですが、ほとんど根回しもなく発表され、しばらくして日本も出場さ

せるという通知が来たのです。 

 

 当初、日本はＩＯＣのような国際組織ではなく、アメリカの民間団体が主催する大

会であり、予選もなく、ＭＬＢが勝手に指名した１６の国と地域だけの大会であり、

さらにオープン戦が始まる３月に選手が全力を出せるように調整するのは４月から

のリーグ戦にも影響するということで参加に前向きではありませんでした。 

 しかし、アメリカから利益の一部（７％）を配分するというようなアメをちらつか

され、しぶしぶ参加してみたら優勝してしまったということで、２００９年の第２回

大会は勇躍参加するということになりました。 

 予選もない拙速で準備された大会ですから、問題も山積みで、第１回大会では日本

は５勝３敗で優勝し、６勝１敗で、しかも日本には２勝１敗であった韓国は３位とい

うスッキリしない結果になりました。 

 

 さらにスッキリしないのが収益の配分で、２００９年の場合、主催するＭＬＢが全

体の３分の１、ＭＬＢ選手会が３分の１を頭から取り、残り３分の１を参加した１６

の国と地域に配分するという仕組で、優勝した日本には１３％しか配分されなかった

のです。 

 しかも収益のかなりは日本の企業の支払ったスポンサー料と放送権料ですから、Ｎ

ＰＢもようやく目覚めたというわけです。 

 

 第２回大会が開かれた２００９年のテレビジョンの視聴率の年間ベストテンには

ＷＢＣの試合の放送が３位から６位までと１０位という半分を占めており、平均視聴

率は４０％に接近し、瞬間視聴率は５０％を超えた地域もありました。 

ところがアメリカではＥＳＰＮというスポーツ専門の放送局が放送したのですが、平

均視聴率は１・４％でした。 

 アメリカでＷＢＣの試合を見に来た観客にインタビューしたところ「アメリカのオ

ープン戦も国際的になって、いろいろな国が参加するようになって結構なことだ」と

いう意見もありましたし、アメリカの野球評論家のなかには「あれはＭＬＢの資金稼

ぎの興行だ」という方もおります。 

 

 また世界ではＷＢＣと言えばワールド・ボクシング・カウンシルを連想する人が大

半ですし、スポーツに関心のない人はワールド・ビジネス・センターと理解していま



す。 

 ２０１３年に参加するかどうかは日本プロ野球選手会の１２月の会議で最終決定

されます。 

 ２年前の春に一喜一憂されたファンの方には失礼かと思いますが、参加することに

なった場合も、このような国際背景を理解しながら観戦すると一層面白く観戦できる

のではないかと思います。 

 


